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県内・小林警察署管内の人身事故の状況
集計：平成 31 年（令和元年）1 月～ 12 月

制限運転
安全に運転を続けたい高齢ドライバーのみなさまへ

　高齢者ドライバーが当事者となる交通死亡事故が多く報道され、社会情勢とともに自動
車運転免許証の更新も条件が厳しくなっています。しかし、地方では公共交通機関の不足
により車無しでの生活は難しいのも現状です。本特集では、高齢ドライバーが安全に運転
を続けるための１つの選択肢として「制限運転」を紹介します。

●問＝危機管理課　℡ 23‐1175、小林警察署　℡ 23‐0110

を知っていますか？

　

全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

昭
和
45
年
こ
ろ
の
年
間
１
万
５
千
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
道
路
環
境
の
整
備
や
、
自
動
車

の
安
全
性
能
の
向
上
も
あ
り
、
令
和
元

年
の
死
者
数
は
年
間
３
２
１
５
人
に
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢

（
65
歳
以
上
）
ド
ラ
イ
バ
ー
が
第
一
当

事
者
（
※
）
と
な
る
死
亡
事
故
の
割
合

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
当
事
者
の
交
通

死
亡
事
故
は
『
運
転
操
作
不
適
』・『
漫

然
運
転
』・『
安
全
不
確
認
』
を
原
因
と

し
た
事
故
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
で
は
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
人
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
割
合
が

約
３
割
と
全
国
で
も
高
い
比
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
※
）
最
初
に
交
通
事
故
に
関
与
し
た

車
両
の
運
転
者
か
歩
行
者
で
、
事
故
に

お
け
る
過
失
が
重
い
者

交
通
死
亡
事
故
は
減
少
す
る
も

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
は
増
加

順位 都道府県
運転免許保有者

（人）
うち 65 歳以上

（人）
65 歳以上の

割合（％）
１ 高知県 475,868 141,273 29.7
２ 秋田県 664,589 196,578 29.6
３ 島根県 456,192 134,581 29.5

４ 宮崎県 749,010 218,140 29.1
５ 長野県 1,477,255 749,010 29.0
‐ 全国 約 8,200 万人 約 1,880 万人 22.9
47 東京都 8,060,579 1,183,337 14.7

表②運転免許保有者のうち 65 歳以上の割合が多い都道府県
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表①全国の交通死亡事故件数と高齢運転者による死亡事故割合
高齢運転者が当事者の事故割合

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
と
と

も
に
身
体
機
能
は
低
下
し
ま
す
。ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
自
分
の
運
転
技

術
に
自
信
が
あ
る
と
回
答
す
る
人
が
多

い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

過
剰
な
自
信
は
、
漫
然
運
転
や
思
い

込
み
運
転
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
齢
に

よ
り
聴
力
、
視
力
、
疲
労
回
復
力
、
薄

明
反
応
、
分
析
と
判
断
力
、
瞬
発
反
応

力
は
低
下
す
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
、
自
分
の
身
体
機
能
を

適
切
に
把
握
し
、
慣
れ
や
思
い
込
み
運

転
を
行
わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
の
事
故
原
因
の
ひ
と
つ

「
身
体
機
能
低
下
」
と
「
過
信
」

感覚　…距離感や判
　　　　断がにぶる
車の速度にかかわらず、
対向車との距離のみで判
断する傾向がある

視力　…視野が徐々
　　　　に狭くなる
狭くなっている自覚がな
い人も多い

聴力　…周囲の音が
　　　　 聞こえにくい
緊急車両などに気づかな
い場合もある

体力　…急な動きが
　　　　できない
疲れやすい、ブレーキを
踏み込めない

参考：表③　MS&AD インターリスク総研株式会社「高齢者の自動車運転に関する実態と意識について」

●加齢による身体機能の主な変化

参考：表①・②　警察庁統計参考：表④～⑦　宮崎県警「宮崎県内の交通事故発生状況」、「小林警察署の交通事故発生状況」

表⑥発生時間帯別割合（県内）
（％）
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8.9

2.4
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16 ～ 18 19 ～ 21 22 ～ 0

地域
人身事故

物損件数
発生件数 死者数 負傷者数

県内 6,621 39 7,432 23,563

管内 262 3 315 1,018

表④事故の件数

表⑦事故の原因

漫然運転
73.9％ハンドル・

ブレーキ操作
8.7％

交差点
安全進行
8.7％

漫
ま ん ぜ ん

然運転とは？…脇見・ぼんやり、安全
　　不確認など、緊張感を欠いた運転のこと

年代 10 歳未満 10 代 20 代 30 代 40 代

件数 1 274 1,120 989 1,018

年代 50 代 60 ～ 64 65 歳～ 不明 合計

件数 838 480 1,882 19 6,621

表⑤第一当事者年代別の事故件数

感
　覚

聴
　覚

視
　覚

体
　力

（％）

50

～ 29

表③自動車運転に対して自信がある（年代別）
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自分で運転ルールを決め
守ることが制限運転

　

交
通
警
察
に
携
わ
り
約
15
年

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
悲

惨
な
交
通
事
故
で
被
害
者
、
加

害
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族

が
苦
し
む
様
子
を
た
く
さ
ん
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
度
に
、
車
は
便
利
な
乗
り

物
で
あ
る
反
面
、
一
瞬
に
し
て

人
の
命
を
奪
う
凶
器
に
な
っ
て

し
ま
う
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
制
限
運
転
」
は
、
生
活
の
足

と
し
て
車
の
必
要
性
が
高
い
小

林
市
で
、
よ
り
長
く
“
運
転
”

と
付
き
合
っ
て
い
く
有
効
な
方

法
で
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
も
適
応
で

き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
制
限
運
転
で
全
て

の
交
通
事
故
を
抑
止
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
転
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
や
、
自

身
で
運
転
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
専
門

員
が
運
転
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
『
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
』
の
活
用
や
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
、
そ
し
て
大
切
な

家
族
の
た
め
に
も
、
こ
の
機
会

に
運
転
の
在
り
方
を
見
直
し
て

み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

制
限
運
転
を
お
こ
な
い
つ
つ
も

運
転
に
不
安
が
あ
る
人
は
ま
ず
相
談
を

菊
き く ち

地 智
と も あ き

章   課長

小林警察署　交通課

西
に し や ま

山 繁
しげる

さん
上町北区 区長

●運転歴
　53 年
●日頃の運転目的
　仕事や買い物など
●運転で気を付けていること
　子どもの道路横断や交差点付
　近、あとは一時停止にも注意
　しています。
●制限運転の話を聞いた感想
　夜間の運転や遠出を避けるな
　ど、すぐできそうなこともあ
　りました。賛同者を多く募っ
　てみんなで取り組みたいです。

参加者の感想
INTERVIEW

（76 歳）

専門家の話
INTERVIEW

　

一
人
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い
人
で

も
、
同
じ
意
識
の
仲
間
が
い
る
こ
と
で

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

制
限
運
転
を
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で

み
よ
う
と
す
る
試
み
が
“
上
町
北
区
サ

ロ
ン
”
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
に
先
立
っ
て
、
７
月
14
日

に
小
林
警
察
署
と
小
林
地
区
交
通
安
全

協
会
の
職
員
に
よ
る
交
通
安
全
や
制
限

運
転
な
ど
に
つ
い
て
、
サ
ロ
ン
の
会
員

に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
頃
を
目
途
に
制
限
運
転
に
取
り

組
む
人
た
ち
を
と
り
ま
と
め
、
制
限
運

転
の
実
施
を
宣
言
し
ま
す
。
そ
の
後
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
て
普

段
の
運
転
を
記
録
し
、
半
年
後
を
目
途

に
制
限
運
転
の
実
施
状
況
を
数
字
で
確

認
し
ま
す
。

※
制
限
運
転
の
実
施
は
習
慣
づ
け
、
継

続
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、
罰
則

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
も

継
続
の
コ
ツ
で
す
！

団
体
で
の
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
！

　交通事故を未然に防ぐことは、自分や相手だ
けでなく、家族や周りの人を守ることにもつな
がります。ぜひ、この機会に自動車等の運転に
ついて家族・友人と話してみましょう。

　制限運転とは
　自動車などの運転を継続する高齢者自身が、運転時間・場所・状況を選択し、
事故が起こる可能性を低くすることで、交通事故を未然に防止する取り組みです。
無理な運転をしない「制限運転」を実践し、運転能力が十分発揮できるように心
身と環境を整えましょう。（※制限運転は“補償運転”とも呼ばれています）

制限運転のパターン
□ 時間と心に余裕を持った運転に努める
□ 体調が悪いときは運転を控える
□ 夜間、早朝、夕方の運転は控える
□ 通勤・通学時間帯の運転を控える
□ 運転するコースは事前に決める
□遠距離・高速道路の運転を控える
□ 雨や雪の日の運転を控える

　
　
運
転
を
し
な
い
時
間
帯
や
場
所

状
況
を
決
め
て
、
気
持
ち
と
体
の
余
裕

が
あ
る
と
き
に
運
転
す
る
こ
と
で
交
通

　
　
　
　
事
故
を
避
け
る

＃シ
ャ
ー
プ
ハ
レ
バ
レ

８
０
８
０

◆
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
）

取
材
協
力
：
宮
崎
県
警
小
林
警
察
署

制限運転を知っていますか？特集 /
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　６月 30 日、小林西高
校生が市の現状や課題
について調べ、地域社
会を学ぶ授業が行われ
ました。農畜産業の担
い手不足、観光スポット、集客イベントの３つの
分野について市職員が市の取り組みを紹介し、生
徒たちと意見を交わしました。

小林西高校生が地域の課題を探求

　６月 27 日、地元産ブ
ドウ 100 ㌫のワインを
醸造・販売する小林生
駒高原葡萄酒工房の創
業１周年を祝う「感謝
のつどい」が開かれました。同工房は、市と企業
立地協定を結ぶ㈱ NPK が昨年６月に創業。１年
間で約１万６千人の観光客が訪れました。

小林生駒高原葡萄酒工房が１周年

　 ７ 月 ２ 日、 森
も り お か

岡
與

よ つ お

津男さんが、大淀川
水系水質汚濁防止対策
連絡協議会から功労者
として表彰され、市役
所で伝達式が行われました。森岡さんは、河川の
水質や環境の監視、河川浄化の啓発など、河川浄
化等推進員として 10 年以上活動を続けています。

地域の河川を守って長年にわたり活動

　７月１日、地域社会
の発展に長年貢献して
きた区長に、県自治会

（区会）連合会の永年勤
続表彰が伝達されまし
た。倉

く ら た

田富
と み お

夫さん（細野一区）、髙
こ う づ ま

妻賢
よ し お

士さん（細
野二区）、中

な か や ま

山敏
と し あ き

章さん（南真方西区）、前
ま え だ

田信
の ぶ し

志
さん（堂屋敷区）に表彰状が贈呈されました。

地域の発展のために 10 年以上尽力

　 ７ 月 ６ 日、 小 林 市
地 域 婦 人 連 絡 協 議 会

（上
う え は ら

原裕
ゆ う こ

子会長）が、学
校や福祉施設に手作り
ぞうきん約２千枚を寄
贈しました。コロナ禍の中で、地域や子どものた
めに何かしたいと野尻支部が発案。ご近所の協力
を得るなどして集めたタオルを活用しました。

子どもたちへぞうきん約２千枚寄贈

　７月１日、「第 70 回
社 会 を 明 る く す る 運
動」の内閣総理大臣メッ
セージ伝達式が市役所
で行われました。犯罪
や非行、再犯を防止し、過ちを犯した人の立ち直
りに理解を深めることを目指す運動で、今年は新
型コロナの影響で伝達式のみが行われました。

犯罪や非行のない安心安全な社会へ

上田さんは東京都出身。移住先を探して全国を旅する中で昨年小林を訪
れ、小林で就農することを決意しました（前列左から４人目が上田さん）

きゅうり農家を目指して
トレーニングセンター２期生入講
　７月８日、アグリトレーニングセンター第２
期生の入講式が JA こばやしで行われました。
センターは、施設園芸農家を目指す新規就農者
が、きゅうりの栽培管理や農業経営を２年間学
ぶことができる施設。研修生の上

う え だ

田慎
し ん じ

二さんは
「農業を通じて地域の人たちとつながりを持て
るようにがんばりたい」と話していました。 霧島岑神社宮司の上

う え の そ の

之薗富
と み お

雄さんは「神社は元々地域とともにあるもの。
地元の人に協力してもらえてありがたい」と話していました

細野まち協が行事をサポート
霧島岑神社で「夏

な ご し

越の祓
はらえ

」
　６月 30 日、霧島岑神社で伝統行事「夏越の
祓」が行われ、地域住民約 30 人が参加しました。
参加者は神事の後に、社殿前に設けられた直径
約２ｍの「茅

ち

の輪
わ

」をくぐって無病息災を祈願。
「茅の輪」は、これまで氏子総代によって作ら
れてきましたが、今年は初めて細野まちづくり
協議会の協力で作成されました。

個人 47 人と企業を含めた 33 団体から、米、野菜、即席麺や調味料な
ど多くの食品などが寄贈されました

コロナに負けんど！
地域の愛で子育てを応援
　７月 11 ～ 12 日、社会福祉センター本館ほか
で「コロナに負けんど～子育て応援プロジェク
ト」（主催：市社会福祉協議会）が開催されま
した。家庭で余っている食品や包装の傷により
商店で販売できない食品や、子どもを応援した
い企業・団体からの寄贈品を、コロナの影響を
受けた子育て世帯に配布しました。

Ｔopicsこばやし
トピックス

　「令和２年７月豪雨災害」により、各地で多数の方々が甚大な被害を受けました。日本赤十字社
では、この災害で被災された方々を支援するために、義援金を受け付けています。
　また、市役所では募金箱を設置しています。皆さまの温かいご支援をお願いします。

「令和２年７月豪雨災害義援金」を受け付けています

令和２年７月豪雨災害義援金
12 月 28 日（月曜）まで
ゆうちょ銀行
00110‐8‐588189
日赤令和２年７月豪雨災害義援金

◆ 義援金名称
◆ 受付期間
◆ 受付金融機関
◆ 口座記号番号
◆ 口座名義
◆ その他

口座振込による募金

・受領証の発行を希望する場合は、通信欄に「受領
　証希望」と記載ください
・ゆうちょ銀行、郵便局窓口での取り扱いの場合、
　振替手数料は免除されます
・郵便局以外の口座振込については問合せください

12 月 28 日（月曜）まで
本館１階ロビー、東館１階ロ
ビー、須木庁舎・野尻庁舎ロビー
領収書が必要な人は福祉課に連
絡ください

◆ 受付期間
◆ 設置場所

◆ その他

●問
日本赤十字社宮崎県支部 　℡ 0985-22-4045

募 金 箱

●問
福祉課　℡ 23‐0111
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市
公
認
通
販
サ
イ
ト
「
ン
ダ
モ

シ
タ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
通
販
サ
イ
ト
の
運
営

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
し
ば
ら
く

の
間
、
全
品
送
料
無
料
で
す
。
一

部
商
品
は
贈
答
品
と
し
て
の
発
送

も
可
能
で
す
の
で
ぜ
ひ
活
用
く
だ

さ
い
。
取
扱
商
品
は
随
時
追
加
し

て
い
ま
す
。

◆
送
料
無
料
期
間

　

通
販
サ
イ
ト
の
運
営
が
軌
道
に

の
る
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間

※
予
告
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す

◆
商
品
掲
載
事
業
者

　

の
じ
り
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
、

川
崎
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社
、
風
月

堂
、
河
野
フ
ー
ズ
、
今
釜
屋
、
佐

藤
漬
物
工
業
、
小
林
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
、
小
川
フ
ァ
ー
ム
、
橋

満
バ
ー
ク
舎
、
庸
山
窯

◆
運
営
受
託
会
社

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

◆
そ
の
他

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
中
の
た

め
、
決
済
手
段
が
限
ら
れ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
の
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
決
済
方
法
は
随
時
追

加
予
定
で
す

●
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
と
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
向
上
を
促
進

し
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
設
し
て
い
る
市
公

認
通
販
サ
イ
ト
「
ン
ダ
モ
シ
タ
ン

マ
ル
シ
ェ
」
に
登
録
を
希
望
す
る

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

随
時

◆
応
募
先
（
書
類
提
出
先
）

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

◆
提
出
書
類

・
出
店
申
込
申
請
書
ほ
か
出
店
規

約
に
定
め
る
書
類
、
見
積
書
な
ど

◆
対
象
事
業
者
要
件

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
商
品
の
販
売
お
よ
び
配
送
の
実

績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
原
則
と
し
て
市
内
に
事
業
所
ま

た
は
加
工
場
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

◆
対
象
と
な
る
品
目
要
件

・
市
内
で
製
造
・
生
産
さ
れ
た
も

の
や
、市
内
で
提
供
さ
れ
る
役
務
。

・
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
ま
た
は
市
の
名

産
品
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
も

の
。

・
精
肉
お
よ
び
精
肉
の
加
工
品
は
、

原
則
と
し
て
自
社
農
場
で
飼
育

し
、
自
社
で
加
工
し
た
も
の
。

・
食
品
は
、
法
令
に
基
づ
き
保
健

所
な
ど
の
許
可
を
得
た
も
の
。

・
市
の
Ｐ
Ｒ
に
広
く
貢
献
で
き
る

も
の
で
、
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
も
の
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

◆
そ
の
他

・
商
品
の
発
送
お
よ
び
発
送
し
た

商
品
に
関
す
る
問
合
せ
や
対
応

は
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
商
品
の
偽
装
、
異
物
混
入
、
不

良
品
の
送
付
、度
重
な
る
誤
配
送
、

購
入
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
全

体
の
運
営
に
影
響
す
る
よ
う
な
事

案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
出
店
を

取
り
消
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
出
店
規
約
を
確
認
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
不
明
な
点
は

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
に

　

問
い
合
せ
く
だ
さ
い

●
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

市
公
認
通
販
サ
イ
ト
が

オ
ー
プ
ン

２０２０年　８　月１日号ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２０年　８　月１日号

　

市
病
院
企
業
職
員
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
試
験
は
次
の
区
分
ご

と
に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
希

望
す
る
職
種
の
ど
れ
か
一
つ
の
み

受
験
で
き
ま
す
。
申
込
締
切
後

は
、
試
験
区
分
の
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
日
本
国
籍
の
な
い

人
、
そ
の
他
地
方
公
務
員
法
の
規

定
に
よ
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
日
程

　

９
月
6
日
（
日
曜
）

◆
試
験
会
場

　

市
立
病
院
会
議
室

◆
試
験
区
分
（
採
用
予
定
）・
受

　

験
資
格

▼
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
看
護
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
34
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

※
薬
剤
師
・
看
護
師
は
、
資
格
を

　

持
っ
て
い
る
人
か
令
和
２
年
度

　

の
各
種
試
験
で
資
格
取
得
見
込

　

み
の
人
、
看
護
師
は
昭
和
62
年

　

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

で
、
令
和
２
年
度
の
試
験
で
免

　

許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み
ま

　

す
◆
受
付
期
間

　

８
月
３
日
（
月
曜
）

　
　

～
８
月
26
日
（
水
曜
）

　

８
時
15
分
～
17
時

※
土
日
祝
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
、
８
月
26
日
（
水

　

曜
）
必
着

◆
受
験
申
込
書
交
付
場
所

　

市
立
病
院
事
務
部
（
２
階
）

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０

　

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

　

返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）
を
必

　

ず
同
封
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

　

験
申
込
書
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す

◆
そ
の
他

　

申
込
方
法
や
試
験
科
目
な
ど
の

詳
細
は
、
市
立
病
院
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問

・
市
立
病
院
事
務
部

　

℡
23
‐
４
７
１
１

　

本
市
の
振
興
発
展
お
よ
び
市
民

生
活
の
向
上
な
ど
に
多
年
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
々
を

表
彰
し
ま
す
。

◆
部
門

　

①
地
方
自
治

　

②
産
業
経
済

　

③
教
育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化

　

④
公
共
福
祉

　

⑤
市
民
生
活

◆
主
な
選
考
基
準

・ 

30
年
以
上
の
功
績
を
有
す
る
人
。

た
だ
し
、
特
例
的
な
も
の
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

刑
罰
を
受
け
た
者
、
重
大
な
交

通
事
故
違
反
者
な
ど
は
、
候
補
者

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◆
推
薦
方
法

　

所
定
の
功
績
調
書
・
履
歴
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
企
画

政
策
課
、須
木
庁
舎
地
域
振
興
課
、

野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。　

◆
提
出
締
切

　

８
月
17
日
（
月
曜
）

◆
表
彰
式
開
催
日

　

11
月
３
日
（
火
曜
）
文
化
の
日

●
申
・
問
・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
３
４
７
０

　

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

◆
作
品
テ
ー
マ

　

日
常
の
運
動
、
食
事
、
睡
眠
、

歯
磨
き
、生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◆
応
募
締
切　

８
月
31
日（
月
曜
）

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
か
、
健

康
都
市
推
進
室
に
直
接
提
出
く
だ

さ
い
。

◆
応
募
用
紙
配
布
場
所

　

市
役
所
本
館
１
階
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課
、

須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

◆
応
募
上
の
注
意

　

応
募
は
１
人
３
作
品
ま
で
、
自

作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
賞

▼
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　

市
特
産
品
１
万
円
相
当

▼
優
秀
賞
（
５
点
以
内
）

　

市
特
産
品
５
千
円
相
当

●
申
・
問
・
健
康
都
市
推
進
室

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

民
間
事
業
者
と
の
対
話
を
通
じ

て
、
老
朽
化
の
進
む
北
き
り
し
ま

コ
ス
モ
ド
ー
ム
の
観
光
施
設
と
し

て
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
た
め

「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」

を
行
い
ま
す
。
施
設
の
市
場
性
の

有
無
や
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
の
あ

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
事
前
説
明
会（
現
地
視
察
含
む
）

　

９
月
25
日
（
金
曜
）

 　

10
時
～
12
時

▼
対
話
の
実
施
（
１
事
業
者
当
た

り
概
ね
１
時
間
程
度
）

　

11
月
16
日
（
月
曜
）

　
　

～
11
月
20
日
（
金
曜
）

※
い
ず
れ
も
事
前
申
込
み
が
必
要

　

で
す
。
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
提
出
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
そ
の
他

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問
・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

募　

集

令
和
２
年
度
小
林
市
病
院

企
業
職
員
採
用
試
験

市
民
表
彰
候
補
者
の

推
薦
受
付

健
康
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

北
き
り
し
ま
コ
ス
モ
ド
ー

ム
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
の

あ
る
事
業
者
募
集

特 別 定 額 給 付 金 の
申 請 は お 済 み で す か ？

■ 郵送申請の手順

　小林市での給付金の申請期限は８月 21 日金曜まで
（※郵送は当日消印有効）です。まだ、申請がお済み
でない場合は早めの申請をお願いします。

● 問＝新型コロナウイルス感染症緊急経済対策室　℡ 22‐2090
※申請方法が分からない場合は、職員が申請書の記入などをサポートします

申請期限は

８ 21月 日
金

市
通
販
サ
イ
ト
「
ン
ダ

モ
シ
タ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

登
録
事
業
者
募
集 QR コードから

サイトを確認で
きます

9 KOBAYASHI 2020.8

Step 1
封筒が届いたら申請書類
を確認

Step2
申請書に必要事項を記入
して添付書類を準備

Step3
申請書と添付書類を返信
用封筒に入れて送付

▶ ▶

まで
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ふ
る
さ
と
小

林
市
を
離
れ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

学
生
に
応
援
物
資
を
届
け
ま
す
。

◆
募
集
締
切　

９
月
30
日（
水
曜
）

◆
対
象
と
な
る
学
生

　

市
内
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ

り
、
現
在
市
外
に
居
住
し
て
い
る

人
で
、
市
外
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
学
生
。

※
年
齢
・
学
校
種
は
問
い
ま
せ
ん

※
保
護
者
に
よ
る
代
理
申
請
も
可

　

能
で
す

※
第
１
弾
「
ふ
る
さ
と
繋
ぐ
繋
が

　

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
利
用
し

　

た
学
生
も
対
象
と
し
ま
す

◆
そ
の
他

・
申
込
み
の
際
に
学
生
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
現
住
所
、
連
絡
先
、

学
校
名
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

・
確
認
し
た
情
報
は
「
こ
ば
や
し

フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
応
援
物
資
の
送
付

・
送
付
先
は
市
外
の
現
住
所
に
な

り
ま
す
。
８
月
下
旬
か
ら
随
時
お

届
け
し
ま
す
。

・
応
援
物
資
は
米
な
ど
の
地
場
産

品
が
基
本
で
す
が
、
い
く
つ
か
選

択
肢
を
設
け
ま
す
。
詳
し
く
は
申

込
み
後
に
案
内
し
ま
す
。

●
申
・
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
　

k_furusato@
city.

　
　

kobayashi.lg.jp 
　

ベ
ス
ト
や
帽
子
な
ど
基
礎
か
ら

学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

９
月
29
日
～
12
月
１
日

※
毎
週
火
曜
、
11
月
３
日
を
除
く

　

全
９
回

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費

　

１
千
円
（
材
料
費
別
途
必
要
）

◆
定
員　

８
人

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
締
切　

９
月
15
日（
火
曜
）

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
抽
選

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

高
齢
者
・
身
体
障
が
い
者
の
人

が
快
適
な
在
宅
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
常
使
っ

て
い
る
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
・
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
支
援

状
態
区
分
に
認
定
さ
れ
た
、
も
し

く
は
小
林
市
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
実
施
要
綱
に

規
定
す
る
事
業
対
象
者
で
、
ひ
と

り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
人

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

状
態
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
（
要
介
護
認
定
区
分
で
要
介

護
１
～
５
の
人
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
で
１
級
か
２
級
の
人

◆
対
象

　

掛
ふ
と
ん
、
敷
ふ
と
ん
、
毛
布

の
１
組

※
対
象
外
の
も
の
は
受
け
付
け
で

　

き
ま
せ
ん

◆
実
施
予
定
日　

10
月
中
旬

◆
利
用
料　
３
０
０
円（
３
点
以
内
）

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
窓
口
へ
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日（
月
曜
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
市
か
ら
再

　

度
確
認
を
行
い
ま
す

●
申
・
問
・
申
請
書
配
布
先

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

令
和
２
年
度
被
爆
二
世
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健

康
手
帳
を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆

投
下
後
に
生
ま
れ
た
人
（
胎
児
被

爆
者
は
除
く
）
で
、
健
康
診
断
受

診
を
希
望
す
る
人

◆
健
診
期
間
（
予
定
）

　

９
月
中
旬
～
令
和
３
年
３
月
５
日

※
日
程
の
詳
細
は
、
後
日
受
診
希

　

望
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
申
込
方
法

　

任
意
の
様
式
に
次
の
事
項
を
記

入
し
、郵
送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
（
郵
便

番
号
）、
電
話
番
号
、
過
去
の
受

診
歴
（
年
度
・
受
診
結
果
）、
受

診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
名
、
多

発
性
骨
髄
腫
検
査
の
希
望
の
有
無

・
親
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
住

所
（
郵
便
番
号
）、
電
話
番
号
、

被
爆
者
健
康
手
帳
の
番
号

◆
申
込
期
限　

８
月
31
日（
月
曜
）

◆
健
康
診
断
実
施
機
関

　

宮
崎
・
延
岡
・
日
南
の
各
県
立

病
院
、
串
間
市
民
病
院
、
都
城
健

康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
都
城
市

郡
医
師
会
病
院
内
）、
小
林
市
立

病
院
、国
立
病
院
機
構
宮
崎
病
院
、

済
生
会
日
向
病
院
、
高
千
穂
町
国

民
健
康
保
険
病
院
、
仁
和
会
竹
内

病
院
、
宮
崎
生
協
病
院

◆
受
診
料　

無
料

※
医
療
機
関
へ
の
交
通
費
は
自
己

　

負
担
に
な
り
ま
す

●
申
・
問

・
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

　

〒
８
８
０
‐
８
５
０
１

　

宮
崎
市
橘
通
東
２
‐
10
‐
１

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
０
７
8

２０２０年　８　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

風
し
ん
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
の
な
か
っ
た

成
人
男
性
を
対
象
に
、抗
体
検
査
・

予
防
接
種
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
案
内
文
書

で
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

◆
料
金　

無
料

◆
そ
の
他

　

昨
年
度
対
象
者
（
昭
和
47
年
４

月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
）
で
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
未
利
用
の
人
は
、
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
・
健
康
推
進
課　

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
道
料
金

算
定
の
た
め
に
市
が
貸
し
出
し
て

い
る
も
の
で
す
。
破
損
し
た
り
、

な
く
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
適

正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
管
理
方
法

・
破
損
や
凍
結
が
な
い
よ
う
に
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
保
護
し
て

く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

や
車
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
や
周
辺

に
堆
積
し
て
い
る
土
や
草
は
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
除
去
が
難
し
い
場
合
は
、
水
道

　

メ
ー
タ
ー
の
位
置
が
わ
か
る
よ

　

う
に
、
棒
を
立
て
た
り
コ
ー
ン

　

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

・
飼
い
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
の
使
用
量
が
多
い
と
き

　

検
針
の
際
に
使
用
水
量
変
動

（
増
大
）
の
お
知
ら
せ
が
投
函
さ

れ
ま
す
。
心
当
た
り
が
な
い
場
合

は
、
地
下
や
壁
の
中
な
ど
、
普
段

気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
所
で
水
道

管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
水
が

漏
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
・
上
下
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　

隣
の
土
地
か
ら
植
木
の
枝
葉
が

入
っ
て
き
て
困
っ
て
い
る
と
い
う

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
空
き
地
・
空
き
家
は
、
所
有

者
が
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
土
地
は
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
管
理
が
必
要
な
理
由

　

管
理
を
怠
る
と
雑
草
や
樹
木
が

茂
っ
て
近
隣
住
民
に
不
快
感
を
与

え
、
病
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
誘
発

場
所
に
な
っ
た
り
、
草
か
げ
に
ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

は
、
所
有
者
が
処
分
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
管
理
方
法

・
雑
草
の
種
類
や
成
長
に
応
じ
、

年
２
回
以
上
除
草
く
だ
さ
い
。

※
自
分
で
除
草
で
き
な
い
場
合
は

　

専
門
の
業
者
な
ど
に
依
頼
く
だ

　

さ
い

・
定
期
的
な
見
回
り
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
不
法
投
棄
防
止
柵
を

設
置
く
だ
さ
い
。

●
問

・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
し
、
節
税
し
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
年
金
を
受
け
ら
れ

る
積
立
方
式
の
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

◆
加
入
で
き
る
人

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
20
歳
～
60
歳
未
満
の
方
）

※
保
険
料
免
除
中
や
納
付
猶
予
中

　

の
人
な
ど
、
一
部
加
入
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

※
加
入
期
間
が
40
年
未
満
の
人
や

　

海
外
在
住
の
人

◆
特
徴

①
掛
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
で
、
税
金
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
一
時
お
休
み
や

増
減
も
で
き
ま
す
。

②
万
が
一
の
と
き
に
は
、
家
族
に

一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
保
証
期
間
付
き
タ
イ
プ
に
限

　

り
ま
す

●
問

・
全
国
国
民
年
金
基
金
宮
崎
支
部

　

℡
０
１
２
０
‐
65
‐
４
１
９
２

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２０年　８　月１日号

火災・救急発生状況
種別

－ 4建物 ０ ６

　－６林野 ０ 0

　±０車両 ０ ０

　－ 1その他 0 7

救急 154 981 － 39

昨年累計　6 月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

22 104

69 405

0 0

27 125

1357 （昨年同月比　－ 61）

－ 30

－ 101

－ 34

－ 2

種別 昨年累計　6 月

人のうごき（小林市の人口）

１９，687 世帯

人口
男

女

43，456 人
20，108 人

23，348 人

（－ 7、+21）

（－ 27、－ 658）
（－ 1、－ 295）

（－ 26、－ 363）

令和２年 7 月１日現在現住人口　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映

自
分
の
土
地
は
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ
う

案　

内

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス

令
和
２
年
度
被
爆
二
世

健
康
診
断
調
査
事
業

水
道
メ
ー
タ
ー
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て

そ　

の　

他

国
民
年
金
基
金
制
度
の

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗

体
検
査
・
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

講
座
・
催
し

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
が
ん

ば
る
学
生
を
応
援
し
ま
す

QR コードから
申込みメールを
作成できます

Mail簡
単
！
か
ぎ
針
編
み

講
座
（
初
心
者
向
け
）

須
木
生
涯
学
習
講
座
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●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、
健康についてきになることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

健康相談 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

8 6 木 まちかど健康相談 小林郵便局 13：30 ～ 15：30

平日（祝日除く）

　リサイクル日程　

区・組 （曜日）

区
8
月

9
月

水流迫、東方 1・2 4 1
真方１・２・３ 3 2

南西２・３、通り町 5 3
南西１の西、南西４

本町、新生町
5 3

南西１の東、
種子田

6 4

北西１・３、緑町 11 7
北西２、坂元 7 8

西町１・２・３ 12 10
永田町、後川内 12 9

南島田 20 10
仲町 19 9

細野 2・３ 20 11
南真方 19 11

細野１、南真方西 21 14
南真方東、

上町、上町西
25 15

上町中、上町東、
上町北

26 16

西堤、南堤 27 29
北堤 27 29

野尻地区
（第 3 日曜）

16 20

須木地区
（第４日曜）

23 27

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 8 月 20 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

1 歳 6 か月健康診査 9 月 3 日（木）   受付 12：30 ～ 13：15

３歳児健康診査 8 月 13 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

キッズフロア ９月２日（水） 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング 8 月 19 日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

歯っぴ～教室 8 月 26 日（水） 受付（要予約）
13：00 ～ 13：30

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 8 月 9 月

野尻町保健福祉センター 11 日（火）、18 日（火）、25 日（火）1 日（火）、8 日（火）

今月の　これは何ごみ？

「除湿剤の出し方」
（答えは左のページ）

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

※個別に案内していますの
で詳しくは問合せください

くらし　8 月 10 日～ 9 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

8

11 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：0018 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

25 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

9

1 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：003 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

8 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 8 月 16 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 8 月 20 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　９：00 ～ 17：00

受付開始日　8 月 12 日（水）

受付締切日　8 月 18 日（火）

◆こころの電話相談室
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム

☎27-1850

◆宮崎いのちの電話
年中無休　21：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-783-556

ひとりで悩まずお話しください

市県民税　2 期

介護保険料　4 期

国民健康保険税　2 期

後期高齢者医療保険料　2 期

※納期限は 8 月 31 日（月）です。
　税・保険料の納付期限

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　8 月 16 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
8 月 27 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

※参加を希望される場合は事前に問合せください

　これは何ごみ？答え　
　透湿シートをカッター等で
破り、貯まった水を出して下
さい。
　容器・中敷は「プラ」マー
クがあれば「プラスッチク製
容器包装」です。表示がな
いものは、「燃やさないごみ」
で出して下さい。
●問＝生活環境課
℡ 23‐8122

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

8

10 月 花田耳鼻咽喉科 24‐5100

16 日 池井病院 23‐4151

23 日
整形外科フレンドクリニック 22‐3132

ひろた内科クリニック 25‐0550

30 日
西小林診療所 27‐1034

沖内科小児科医院 22‐4043

6 日 宮崎医院 22‐2841

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

９
フェイスブック ツイッター

「よかとこ小林市」で検索

　市公式 SNS
　フェイスブックやツイッ
ターでも情報を発信してい
ます。

感染症予防のため休止

予定日程は中止となりました
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知恵袋
元気のやっぱい

元気がよか！

介護予防・福祉 健　　康

貯筋運動には色々な種類があ
り、チラシを各地域包括支援セン
ターに置いています。また、地域
で行っている「貯筋ステーション」

もありますので、興味のある方は
問合わせください。いつまでも健
康で、自分の足で歩けるように、

「貯筋運動」をやってみませんか？

福祉情報をお届けします

社協タイムズ

　「フレイル」は、健常から要介護
へ移行する中間の段階です。具体
的には、筋力が衰え、疲労しやす
く、家に閉じこもりがちになるな

ど、加齢により生じやすい身体的・
精神的衰え全般を指した言葉です。
ある調査では 4.6 ～ 9.5 ㌫がフレイ
ル高齢者だと報告されています。貯

筋
運
動
で

い
つ
ま
で
も
健
康
に

判
断
能
力
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
ま
す

フ
レ
イ
ル
の
基
準

と
予
防
法

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23-4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140

身体的フレイル基準（３つ以上でフレイルと判断できます）
① 体重減少……………
② 体が疲れやすい……
③ 歩行速度の低下……
④ 握力の低下…………
⑤ 身体活動量の低下… 市

立
病
院　

理
学
療
法
士

川か
わ
は
ら原 

秀ひ
で
き樹 

さ
ん

【問】  ●市社会福祉協議会：℡ 23-3466 

日常生活自立支援事業
（あんしんサポート）

　福祉サービスの利用援助、書
類等預かりサービス、日常的な
金銭管理を行います。
　ご本人と社会福祉協議会が契
約して、地域で自立した生活が
できるよう支援します。

成年後見制度
　家庭裁判所に選任された「成
年後見人等」が、本人に代わり
契約などの法律行為を行ったり
取り消したりすることができる
制度です。
　社会福祉協議会では、法人と
して「成年後見人等」に選任さ
れることで、本人に代わり財産
管理や手続きなどを行います。

　予防には、日常に運動を取り入
れ、歩く時間や距離を伸ばすなど、
筋肉や体力をつけることが大切で
す。ただし、無理しないことがポ
イント。筋肉に抵抗をかけて繰り返
し行うレジスタンス運動も有効で、
運動の約 1 時間後にアミノ酸（肉や
魚、乳製品など）を摂取することが

効果的です。治療中の慢性疾患（糖
尿病や心臓病、呼吸器・整形外科
疾患など）がある場合は、持病を
悪化させないことが大切です。負
担にならない持病のコントロール
方法を教えてもらうなど、医師や
栄養士、リハビリ専門職と連携し、
楽しい生活を長く続けましょう。

半年ほどで２～３㌕以上の体重が減少した
何をするのも面倒だと週に３～４日以上感じる
１秒間に１㍍以下の速さになった
男性 26 ㌕、女性 18 ㌕以下である
定期的な運動、スポーツをしていない

地域の集まりなどで制度の紹介を
行う「出前講座」を実施しています。
職員が無料で地域を訪問し、実際に
あった事例を紹介しながら説明しま
す。ぜひ利用ください。
●問＝成年後見センターこばやし　
　　　℡ 23‐5172

　認知症、知的障がい、精神障がい
などで判断能力が不十分な人に対し
て、安心した生活をサポートします。
ご自分やご家族、近隣の人で、次の
ような不安や困りごとがあれば気軽
に相談ください。

① もの忘れにより通帳や印鑑を
　なくしてしまう
② 郵便物が届くが、どうしたら
　いいか分からない
③ 本人しか手続きできないが、
　認知症のため手続きできない

　私は、看護師として働きながら
子育てに奮闘しています。「子ど
も達の前では、いつまでも強い自
分でありたい」という想いで、筋
力トレーニングをほぼ毎日してい
ますが、無理をすると続かないの

で回数を加減することもありま
す。大切なのは継続することです。
継続すると「貯筋」ができ、転倒
予防、骨折のリスクを減らすこと
ができます。そこで、今日からで
きる「貯筋運動」をご紹介します。

お酒を正しく上手に楽しむ

だれやめ通信

お
酒
の
正
し
い
情
報
を
知
り

　
上
手
に
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う

　小林市では、お酒に関する悩み
を抱えている人が少なくありませ
ん。そのため、今回は「だれやめ
通信」を掲載します。

　寄稿いただいたのは、アルコール
依存症の研究をされている（独法）
国立病院機構肥前精神医療センター
の福

ふ く だ

田貴
た か ひ ろ

博先生です。

　食品には「カロリー」という共
通の単位がありますが、同じよう
にお酒にも「ドリンク」という単
位があります。これを覚えておく
と、自分がどれだけのアルコール
を飲んでいるかが分かりやすく
なります。
　節度ある適度な飲酒量は、１日
あたり２ドリンク以内（女性や高
齢者は１ドリンク以内）ですが、
普段６ドリンク以上の多量飲酒
をしている人が、いきなり目指し
てもうまくいきません。

　まずは、１ドリンク分減らす、
休肝日を作るなど、できること
から始めてみてください。

２ドリンク ( 適正量）の目安
　ビール中ビン１本、日本酒
１合弱、焼酎０．５合強のい
ずれか
４ドリンク以上
　生活習慣病の危険が高まる
６ドリンク以上
　多量飲酒に該当し、大けが
や依存症の危険が高い

第１回「今のお酒の量はどれくらい？」

・上体が真っ直ぐ保てるところまで上げる
　※高く上げなくてもよい
・体が曲がらないようにお腹も意識
・つま先は真っ直ぐ前を向いたまま

おススメ貯筋運動（横への脚上げ）
　椅子の後ろに立ち、両手で背もたれをつか
んで、片方の脚を真横に上げます。片方８回
で１セットです。

ここに意識を集中！
（
執
筆
者
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

看
護
師　

押お
う
り
ょ
う
じ

領
司 

智と
も
み美

さ
ん

※「貯筋」は福永哲夫さんの登録商標です
出典：鹿屋体育大学 (2017) 貯筋運動
マニュアル / 福永哲夫監修 (2006) 貯
筋運動指導者マニュアル , 保健同人
社 / 沢井史穂 (2019) 貯筋運動とは？
( 公財 ) 健康・体力づくり事業財団編

「貯筋運動」
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●市地域包括支援センター：℡ 25-0707
●のじり包括支援センター：℡ 44-2271
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小
林
市
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策

※
次
の
対
策
は
『
お
し
ら
せ
６
月
15
日
号
』
で
掲
載
し
た
事

業
に
、６
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
、市
独
自
事
業
ま
た
は
、国
・

県
の
事
業
と
あ
わ
せ
て
行
う
市
の
事
業
を
追
加
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

●
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
室

　

℡
22
‐
２
０
９
０

対
策
に
お
け
る
３
つ
の
段
階

経
済
活
動
の
回
復

〔 

段
階 

３ 

〕

市民の健康を守るために、状況に応じた感染拡大防止に努める

●高齢者実態把握事業

　高齢者の敬老祝いと、民生委員・児童委員による外出

自粛の影響度合いの実態把握を兼ねた訪問事業

…248 万円〔長寿介護課〕

●包括的支援事業・任意事業

　高齢者の健康悪化リスクに対して、状況に応じて適切

に支援を行うための実態把握事業

…175 万円〔長寿介護課〕

●健幸都市推進事業

　新しい生活様式の下での健康づくりを推進するための

健幸ポイント事業

●新型コロナウイルス感染症予防対策事業

　各種健（検）診などでの予防対策や、感染症発生時に

使用する衛生用品などの購入費

…222 万円〔健康推進課〕

●地域医療対策事業（臨時）

　感染症蔓延時に市内医療機関（医科・歯科）に配付す

るためのマスクの備蓄などの感染防止対策費など

…514.6 万円〔医療介護連携室〕

●感染症指定医療機関設備整備事業

　感染症指定医療機関（市立病院）が実施する感染拡大

防止対策費

●学校保健管理事業

　市立幼稚園および小・中学校で使用する保健

衛生用品などの購入費

…1,026.2 万円〔学校教育課〕

●コワーキングスペース環境整備事業

　テレワークなどに対応した働く空間の提供の

ため市コワーキングスペースの改修費

…154 万円〔地方創生課〕

●傷病手当金（国民健康保険被保険者）

　感染または感染が疑われる人が療養のため仕

事を休んだときの手当金（要件有り）

●小中学校就学援助事業

　学校給食や副教材費等の支払いが困難な家庭に対する

援助事業

●学校臨時休業対策事業

　学校の臨時休業に伴い、学校給食再開に速やかに対応

してもらうための、食材等納入業者の体制維持支援事業

…367.6 万円〔スポーツ振興課〕

●生活困窮者自立相談支援事業

　収入が減少し、住居を失う可能性がある人に対して住

居確保給付金を支給する事業

●地域経済緊急支援事業（利子補給/飲食業・宿泊業給付金）

　融資の利子補給や飲食サービス業や宿泊業への給付金

（要件有り）　　　　　　…3,406 万円〔商工観光課〕

●地域経済緊急支援事業（農業以外給付金）

　国などの給付金事業で支援されていない企業・事業者

への給付金（要件有り）

●感染症農業支援事業（利子補給 / 持続化給付金）

　融資の利子補給や耕種作物農家の営農継続のための給

付金（要件有り）

●感染症畜産支援事業（導入支援補助）

　肉用牛肥育農家へ肥育素牛の導入補助金

…738 万円〔畜産課〕

●感染症畜産支援事業（出荷支援補助）

　肉用牛肥育農家へ枝肉出荷に応じた助成金（要件有り）

…750 万円〔畜産課〕

感染症の大きな影響を受けている各種産業を支援し、市民のくらしを守る

●地域経済緊急支援事業
　県が実施する応援消費プレミアム付商品券
事業と連携し、市内で利用できる商品券発行事業

…10,020 万円〔商工観光課〕
●優良肉用雌牛購入資金貸付事業
　優良繁殖雌牛の購入資金を無利子で貸し付ける事業

…6,500 万円〔畜産課〕

●肉用肥育素牛購入資金貸付事業
　肥育素牛の購入資金を無利子で貸し付ける事業

…5,000 万円〔畜産課〕
●県産農畜水産物応援消費推進事業
　消費の落ち込みによる影響が特に大きい県産の食材
を、学校給食で提供し消費の拡大を図る事業

…1,009.6 万円〔スポーツ振興課〕

●移住等促進支援事業
　オンラインでの相談会などを実施して、移住
促進を図る事業
●ふるさと納税推進事業
　インターネット通販サイトによる地場産品の販
路拡大と、市外の市出身学生への物品支援事業

…300 万円〔地方創生課〕

市民や地域経済に活力を与えるとともに、将来の強靭な地域経済構造の構築へ繋げる

市
で
は
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
「
感
染
拡
大
の
防
止
」
と
「
社
会
経
済
活
動
の
維
持
・
再
生
」
の
両
立
を

目
指
す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
感
染
拡
大
防
止
策
と
経
済
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
国
や
県
の
経
済
対
策
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
の
経
済
対
策
を
随
時
追
加
す
る
予
定
で
す
。

●奨学金貸与貸付金事業

　世帯の収入減やアルバイトができないなどの

事由が生じた奨学生志願者への貸付事業費

…144 万円〔学校教育課〕

【参考：国単独の対策事業】

●特別定額給付金事業

　基準日に市の住民基本台帳に記録されている

市民１人あたり 10 万円の給付金

●子育て世帯への臨時特別給付金支給事業

　児童手当を受給している人への給付金

●ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業

　ひとり親世帯への給付金

…2,100 万円〔健康都市推進室〕 …170 万円〔市立病院〕

…241.1 万円〔学校教育課〕

…91.2 万円〔福祉課〕

…4,020 万円〔商工観光課〕

…2,270.9 万円〔農業振興課〕

…224.7 万円〔ほけん課〕

追 ＝今回新たに追記した事業

追

追

追

追

追

追

追

追

追

追

追

追

追

…150 万円〔地方創生課〕

詳しくは
次ページ！

感
染
拡
大
防
止

〔 

段
階 

１ 

〕

雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続

〔 

段
階 

２ 

〕
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BOOKS
図書今月のおすすめ図書小林市立図書館

休館と開館時間

画：友安よーいち
第 72 話「マイバッグ！？」

こ
す
モ
～
！

け
も
ん
に
い
っ
ど
～

～児童書～

『めっきらもっきら
どおんどん』

作：長谷川　摂子
画：ふりや　なな
発行：福音館書店

【本館】毎週月曜は休館
◆開館時間　9 時～ 19 時
※日曜と祝日は 17 時まで

～一般書～

『これからのテレワーク
新しい時代の働き方の教科書』

著者：片桐　あい
発行：自由国民社

SUKU
　SUKU

　今年は７月時点での台風の発生数
が異常に少ないようです。 コロナ
や、７月豪雨がありましたので、今
年の夏くらいはこのまま台風が少な
い夏であって欲しいですね。（佐藤）

【須木分館・野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
◆開館時間　須木：９時～ 17 時
野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

●問・℡ 市立図書館 22‐7913

すくすく

熟
梅
の
嫁
入
り
先
や
氷
砂
糖　
（
小
林
合
歓
の
会　

谷
之
木
み
ち
え
）

辻
毎
に
ク
ラ
ス
タ
ー
あ
り
夏
薊あ

ざ
み　

（
小
林
合
歓
の
会　

中
園
直
子
）

晩
年
は
蛍
の
ご
と
く
生
き
め
や
も　
（
小
林
合
歓
の
会　

海
蔵
由
喜
子
）

精
米
機
へ
百
円
投
入
ほ
と
と
ぎ
す　
（
小
林
合
歓
の
会　

清
本
幸
子
）

や
ま
ぬ
風
茅
の
輪
く
ぐ
り
て
天
仰
ぐ　
（
小
林
合
歓
の
会　

倉
田
玲
子
）

外
へ
出
よ
心
ゆ
く
ま
で
南
風
を
吸
え　
（
小
林
合
歓
の
会　

永
田
タ
ヱ
子
）

爺
た
ち
の
言
い
放
題
の
時
事
ば
な
し　
（
前
田
貢
男
）

庭
に
出
て
花
を
な
が
め
て
草
を
引
く
ゆ
っ
く
り
は
じ
ま
る
老
い
の
一
日
（
三
國
キ
ミ
子
）

烏
鳴
く
お
前
と
な
ら
ば
マ
ス
ク
不
用
三
密
避
け
て
新
コ
ロ
ナ
予
防　
（
家
村
昭
文
）

園
帰
り
か
わ
い
い
姉
妹
の
す
れ
ち
が
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
行
く
こ
の
バ
ー
バ
と（
前
滿
英
子
）

濁
流
に
沈
み
行
く
家
橋
ま
で
も
雨
の
力
と
恐
さ
身
に
刺
さ
る
（
永
友
チ
エ
）

心の花びら

★新刊本の入荷は毎週土曜

１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

７
月
か
ら
レ
ジ
袋
が
有

料
に
な
っ
た
で
、
マ
イ

バ
ッ
グ
を
も
い
っ
ど
～

＜編集後記＞

　表紙は西小林小の水泳の授業。元
気いっぱいの写真が撮れました。実
は候補の写真がもう１枚あり、最後
まで迷いました。もう一方をお披露
目できないのが残念です。（前原）

～一般書～

『あしたの華姫』
著者：畠中　恵

発行：KADOKAWA

平成 29 年４月 30 日生
切
き り は た

畑 友
ゆ う み

美 ちゃん

いつも家族に笑顔と元気をくれ
てありがとう
これからも大きく育ってね !!
姉弟仲良く遊んでね !!

父：将輝　母：美樹

令和元年７月１日生
切
き り は た

畑 敢
か ん と

翔 くん

行
く 

行
く
～

！！

ど
こ
に
し
ま
っ
た
か

忘
れ
た
モ
～

見
つ
か
ら

な
い
モ
～

あ
っ

ふ
ろ
し
き
エ
コ

だ
も
～
！

ほ
っ
か
む
り
は

い
ら
ん
や
ろ
が
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核
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林
市
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ま
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。
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